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第１章 計画の策定に当たって 

１．計画の背景と目的 

介護保険制度は、平成12年度（2000年度）の創設から24年が経過し、高齢者の生活を支

える制度として定着してきましたが、高齢化の進展にともない、介護保険サービスの利用者、

給付費は増加し続けています。そのような中、平成30年（2018年）４月には、地域包括ケア

システムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律（平成29年法律第52号）が施

行され、団塊の世代が75歳以上となる令和７年（2025年）に向け、全国各地で地域包括ケ

アシステムの構築が進められてきました。 

本市においても「第七次下関市いきいきシルバープラン」、「第八次下関市いきいきシルバ

ープラン」（以下「第八次計画」という。）に基づき、地域包括ケアシステムの推進に取り組んで

きました。 

まもなく令和７年（2025年）を迎えますが、本市の総人口、高齢者人口はともに減少傾向に

ある一方、75歳以上の高齢者人口は増加しており、今後も団塊の世代がさらに高齢化すると

ともに、令和22年（2040年）にはいわゆる団塊ジュニア世代が65歳以上になるなど、介護

や福祉、医療のニーズが増大することが見込まれます。 

また、家族形態の変化、地域のつながりの希薄化、所得格差の広がり等を背景とし、ひとり

暮らし高齢者の孤立、介護相談から派生する8050問題※1、生活面で困窮する世帯等の問題、

ヤングケアラー※2の問題等、高齢者に関わる問題は複雑化・多様化しており、社会福祉法に

「重層的支援体制整備事業」が定められるなど、国を挙げて「地域共生社会」の実現に向けて取

組を進めています。 

このような状況を背景とし、「第九次下関市いきいきシルバープラン（高齢者福祉計画・介

護保険事業計画）」（以下「第九次計画」という。）においては、「人と人とが支え合う誰もが健

やかで笑顔があふれるまち」を目指し、第八次計画までの取組を踏まえ、高齢者の生活を支え

る環境づくり、介護予防・健康づくりの推進や令和22年（2040年）を見据えた介護保険サー

ビスの提供体制の充実を図るとともに、地域包括ケアシステムのさらなる充実により地域共

生社会の実現を目指します。 

 

※1 『8050問題』とは、ひきこもりの子どもをもつ家庭が高齢化し、80歳代の後期高齢者にさしかか
った親が、50歳代のひきこもりの子どもの生活を支えるという社会問題のこと。 

※2 『ヤングケアラー』とは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っ
ていることで、学業や友人関係に影響が出てしまっているこどものこと。 
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２．計画の根拠・位置付け 

（１）計画の根拠 

第九次計画は、老人福祉法（昭和38年法律第133号）第20条の８に規定する市町村老

人福祉計画と介護保険法（平成9年法律第123号）第117条に規定する市町村介護保険事

業計画を一体的に策定しています。 

また、共生社会の実現を推進するための認知症基本法（令和５年法律第65号、以下「認知症

基本法」という。）第13条に規定する市町村認知症施策推進計画を包含して策定しています。 

（注）法律上は「老人福祉計画」ですが、本市では「高齢者福祉計画」と読み替えています。 

 

（２）関係計画との整合性 

第九次計画は、本市の基本計画である「第２次下関市総合計画」を踏まえ、地域福祉を総

合的に推進するための「第４期下関市地域福祉計画」（令和５年（2023年）３月策定）を上

位計画とする、高齢者福祉分野を総括する個別計画です。 

また、保健福祉分野の関連する個別計画である「下関市障害者計画・下関市障害福祉計

画（第７期）・下関市障害児福祉計画（第３期）」（令和６年（2024年）３月策定予定）、「下関

市健康づくり計画（第三次）」（令和６年（2024年）３月策定予定）、「下関市成年後見制度利

用促進基本計画」（令和４年（2022年）３月策定）等との整合性を図り策定しました。 

 図表1-1 計画の位置付け  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第九次下関市 
いきいきシルバープラン 

老人福祉法・介護保険法 

山口県 
第八次やまぐち高齢者プラン 

国 
介護保険事業に係る保険給付の円滑な 

実施を確保するための基本的な指針 

下関市地域福祉計画 

下関市地域福祉活動計画 

下関市障害者計画 

下関市障害福祉計画 

下関市障害児福祉計画 

下関市健康づくり計画 

ふくふく健康21 

下関市成年後見制度利用促進基本計画 

魅力あふれる人・文化を育み、 
いきいきと交流するまち 

多彩な人が輝き、活力ある産業が 
振興するまち 

みんながともに学び、ともに楽しむ、 
人を育てるまち 

美しく潤いのある自然や 
まちなみと人が共生するまち 

効率的で活動しやすい 
都市機能を備えるまち 

誰もが安全で安心して 
暮らせるまち 

人と人とが支え合う誰もが健やかで 
笑顔があふれるまち 

人のつながりを大切にし、 
地域の力が活きるまち 

第2次下関市総合計画 
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３．計画の期間 

第九次計画は、令和６年度（2024年度）から令和８年度（2026年度）までの３年間を計画期

間とし、団塊ジュニア世代が65歳以上となる令和22年（2040年）を見据えて策定しました。 

 図表1-2 計画の期間  
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第七次計画 第八次計画 第第九九次次計計画画   

  

           

下関市障害者計画 
下関市障害者計画 

（～令和11年度（2029年度））   

下関市障害福祉計画（第5期） 
下関市障害児福祉計画（第1期） 

下関市障害福祉計画（第6期） 
下関市障害児福祉計画（第2期） 

下関市障害福祉計画（第7期） 
下関市障害児福祉計画（第3期） 

  

下関市健康づくり計画ふくふく健康２１（第二次） 
平成26年度（2014年度）～令和5年度（2023年度） 

下関市健康づくり計画 
ふくふく健康２１（第三次） 
（～令和17年度（2035年度）） 

  

    
下関市成年後見制度利用促進基本計画 

（～令和9年度（2027年度））   

 

４．計画の策定体制 

（１）策定体制 

第九次計画は、福祉部長寿支援課、介護保険課及び保健部健康推進課が連携して策定し

ました。 

また、市民の立場、専門分野からの総合的な意見を聴くことを目的とし、学識経験者、サ

ービス提供関係団体、保健医療福祉関係機関・団体、公募委員より構成される「下関市高齢

者保健福祉推進会議」を開催し、幅広い関係者の意見を反映し、策定しました。 

 

（２）アンケート調査の実施 

広く市民のニーズを把握するとともに地域の課題を明らかにして計画に反映す

るため、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」、「在宅介護実態調査」、「在宅生活

改善調査」、「居所変更実態調査」、「介護人材実態調査」等の調査を実施しました。 

令令和和2222年年（（22004400年年））をを見見据据ええるる  令和7年（2025年）を見据える 
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